
茨木市障害者地域自立支援協議会定例会（第 135回）議事録 

 

令和７年６月 12日（木）10：00～ 

場所：障害福祉センターハートフル         

司会：慶徳会 形態：ハイブリット 

会場出席者（敬称略） １８人 

 ひまわり / 慶徳会/ 茨木保健所/ タクト/ 菜の花 

藍野療育園/ 「てん」/ ほくせつ２４/ 事業所連絡会 

就業・生活支援センター/ 茨木支援学校/ 社会福祉協議会 

福祉総合相談課/ 障害福祉課/ 発達支援課 

ＺＯＯＭ出席者（敬称略） ６人 

 藍野療育園/ リーベ/ ゆうあい/ あゆむ 

ほくせつ２４/ JSN茨木 

   

１  定例会メンバーからの報告・意見交換 

（４月定例会シートからの追加事項） 

 

  事業所連絡会 ハラスメントに関する研修会をハートフルで開催 ６月１３日（金） 

  ６月１９日相談支援部会後半の時間でソーシャルワーカー部会立上げ準備会開催 

１時間程度を予定している。 

  ソーシャルワーカー部会の設置の件では、たくさんの事業所から入会意向を聞いている。 

  ７月１７日事業所連絡会の総会と交流会を予定  

 

 地域生活支援拠点等ＰＴ 

ハートフルで研修会を実施 すくよかの職員に講義を依頼 ４８人の参加があった。 

 

２ ５月事務局会議の報告について   

【資料①】５月事務局会議議事録のとおり 

 

３ 令和７年度第１回全体会について（R7.7.24（木）13：30～15：00） 

（打ち合わせ：７月１日（火）14：00～ 南館３階会議室‐発表事業所は参加して欲しい） 

【資料②】全体会タイムスケジュール（案） 

 その他 ともしび園の現状について５分程度障害福祉課から報告 

 報告内容） ともしび園の指定管理者の決定 株式会社オールケアライフ 

 再利用希望のアンケート実施予定 Ｒ７．９～指定管理開始の準備中 

【資料③】全体会資料（案） 

資料内容の確認  

     議題１ 活かすは「生かす」の表記に変更 

     議題３ 今年度から相談支援件数も掲載する方針に変更 



      

発表者の確認 

※振り返りシート、企画シートの発表者は令和７年度座長 

 

 

 

 

 

 

 

 

※役割確認 

議事進行（慶徳会）、当事者補助（当事者部会）、 

タイムキーパ（ぽぽんがぽん）、自立支援協議会方針案発表（りあん） 

マイク回し（あゆむ）、（あい・あい）  

 

４ その他 

 福祉総合相談課 地域課題の解決に向けた仕組みづくりについて 

   モデル課題：ヘルパーが送迎に来てくれない 

   ⇒ アンケートをとってみたらどうかという意見をもとに事務局会議で４～５人でWGを 

      つくり、 アンケート作成や地域アセスメントを実施予定。アンケート結果から課題解決

に向けて活動予定。実践しながら随時修正していく予定。 

 質問）課題をどこから吸い上げる？ 各部会PTからだけでなく、定例会メンバーからも課題

集約の機会を持ってはどうか 

 回答）課題抽出については、事務局メンバーに限らず対応していければと考えている。 

 質問）課題解決のルートを再確認したい。 

 回答）課題抽出（部会 PT/事務局会議等）⇒事務局会議・定例会で共有⇒事務局会議

内でワーキングを開催（４～５人） 地域アセスメントの実施。その後事務局で取組方

法等を考え、課題解決に向けて定例会に意見求める ⇒ 定例会：課題解決の方法

やそれに取り組むメンバーの決定 ⇒ 実践 

 意見）どれくらいの期間で実践していくのか等の目標値を設定してから活動するのがよい

のでは。 

 意見）流れをフロー図などにしてもらえるとよい。共通認識を持つためにも。 

 回答）案としてのフロー図を作成できればと思う。 

 質問）地域課題に対応していくために、当事者の移動の難しさもあったと思う。 

      高齢分野でも同様の課題があると思う。高齢分野との連携や意見交換の機会が 

      どのようにもてるのか検討してもよいのではないか。 

  回答）将来的にそのような機会がもてるとよい。 

  意見）事業所連絡会生活介護部会で高齢分野の実態を聞いた。 

部会名 座長 ＰＴ名 座長 

相談支援部会 ひまわり 地域生活拠点等 PT 藍野療育園 

就労支援部会 ＪＳＮ茨木 

障害当事者部会 ほくせつ２４ 

地域移行・地域定着部会 リーベ 

こども支援部会 ゆうあい 



       ヘルパー問題では、高齢分野ではあまり課題を感じないという意見もあった。 

       全般的なマンパワー不足はあるものの圏域ごとにリソースの整備がされていること

が一因かもしれない。ヘルパーの事業所は高齢分野と障害分野両方実施している

ことが多い。 

    

 その他 

 （藍野療育園） ハイブリット形式の課題 

ZOOM参加者は会場参加者が誰か全員を把握するのは難しい。 

  

（かしの木園） 情報提供 

１０月から就労選択支援が始まる。 

  茨木、高槻の就ぽつ等が共催し、９月６日（土）１４時～立命館大学 でセミナー開催 

  ７月中にチラシ等アナウンス予定 詳細は現在調整中 セミナー参加費は無料   

 

 （菜の花障害者相談支援センター） 情報提供 

スポーツ推進課から いこクル のグランド活用について案内があった。 

    グランド活用のひとつとしてソーシャルフットボールを立ち上げている（精神障害者対

象）メンバー募集中 インスタグラムや SNSで情報発信している。 

狭い場所でフリスビーを行っていた。グランド活用してもらえたらなど相談を受けた。企

業の障害者雇用への話題の展開も想定できるのではないか。 

 

（茨木支援学校） 報告 

   アセスメント実習 ２０人の希望者あり ９月までの対応希望 

   かしの木園のほか、他市の事業所にも対応を依頼した。   

 

（福祉総合相談課）依頼 

 障害福祉サービスの情報収集システムの導入に向けてモデル実施 

文字情報のみでは事業所の状況がわからない パンフレットの共有の効率化 

 立命館大学・梅花女子大学と連携し事業実施 

 AIを活用した事業 パンフレットを読み込めば住所等を自動的に取り組む仕組み 

 ６月末まで実施しているため協力願いたい。 

 

○８月の定例会は、８月 28日（木）10時～ 

開催形態：対面とオンラインのハイブリット  

場所：障害福祉センターハートフル 

進行：ぽぽんがぽん 


